W-１年【２１】負けへんで　―川本幸民―


１　●私たちが日本人であることを意識するのはどんなときだろう。

２　●「この国のために学問に敢然といどめ」と藩主隆国から言われた幸民は、どんな気持ちだったのだろう。

３　●幸民が「よし自分もつくってやろう！」と思いたったのはなぜだろう。

４　●人付き合いが苦手なのにもかかわらず、幸民が試飲会を「盛大に」やろうと言い出したのはなぜだろう。

５　●愉快にビールの話をしている江戸の人々をやさしい目で見つめながら、幸民は心の中で何を思っていただろう。

６　●この時間に学んだこと、感じたことをまとめてみよう。
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